
 
平成 26 年 9 月の第 17 回市議会定例会は、市長選挙後初の定例会として岩倉市長が「市政に臨む基

本方針」を説明、それに対し各会派の代表者による質問が行われました。私は、補正予算の審議で「カ

ジノを含む統合型リゾート」予算について質疑。総務委員会では、７町内会から提出された「旧はなぞ

の幼稚園の有効活用を求める陳情」を賛成の立場で市側に見解を求めました。また、特別委員会では度

重なる集中豪雨を踏まえた危機管理体制の強化などを訴えました。 
 
 カジノを含む統合型リゾート誘致  

法案審議を注視から一転、シンガポール視察などの予算計上は拙速 
緑風、公明党、改革フォーラムの賛成で可決 

 
 補正予算（案）では、ＩＲ（カジノを含む統合型リゾート）関連として

４００万円が計上されました。この予算にはシンガポールのカジノリゾー

トへ４名を派遣し、視察する費用が含まれていました。岩倉市長は、既に

カジノを含む統合型リゾートを空港周辺に誘致したい考えを表明してお

りますが、６月定例会では、ＩＲ導入について、今後の国会での法案審議

など注視していく旨の答弁でした。今回、法案の審議を待たずに調査費と

して予算を計上したのは、市長選挙の公約として掲げ、当選を果たしたこ

とから強引に進められると判断したように思えます。 
 

市長選挙の公約実現に向けて強引とも言えるスタート！ 
 

私は、このＩＲ関連予算に反対の立場で質疑しました。今議会では「カジノ」の冠を外して「統合型

リゾート」だけを強調していましたが、実際にはカジノを誘致することに何ら変わりはありません。推

進する理由としては 20 年先を見据えた政策として観光客が増え経済が活性化し、税収や雇用も増える

などバラ色のように謳っていますが、ギャンブルでの収益で観光客を増やしても、健全な観光や経済対

策につながらないとの厳しい批判があるのも事実です。カジノの悪影響としては、暴力団やマネーロン

ダリングの問題、ギャンブル依存症の拡大が指摘され、さらに青少年健全育成への悪影響などの問題点

も挙げられています。 
 

・・・ 課題は他にも山積 ・・・ 
 

本市は、エガオ閉鎖で疲弊する駅前再整備

や企業誘致、福祉政策に防災対策など課題が

山積しています。市民の賛否を問わないでＩ

Ｒ推進のためにシンガポールを視察するなど

の予算を計上することは、市民不在の行為で

拙速すぎるとして市長の見解を求めました。 
 

当選は、市民の白紙委任か？ 
 

岩倉市長は「IR 構想は市長選挙の公約」で

あることを強調し、市民の理解を深めていき

たい旨の答弁をしました。この答弁は、市民

の賛否を問うものではなく、誘致ありきで市

民を説得するための視察であることが明らか

になりました。また、岩倉市長は、法案成立
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後、北海道が選定されない場合でも引き続きチャレンジしていきたい旨の答弁をしました。今回の予算

は、「地域づくり総合交付金事業」に位置付けましたが、この事業の本来の目的は「人々が将来にわたり

安心して暮らすことのできる地域社会の実現」です。年度当初は、ぬくもり灯油事業など福祉向上を目

的とする政策に使われていたものです。 

今回、強引とも言える手法で、選挙公約の実現に向けてスタートしたわけですが、ＩＲ誘致予算が可

決した背景には賛成した議員が多数いることも忘れてはいけません。 
 

 安全・安心のまちづくり特別委員会   

被害情報の把握と災害情報の最終版作成へ 
 

９月１１日、１２日のゲリラ豪雨について災害時

の情報発信のあり方、情報収集と災害現場の対応の

改善を求めました。 

まず、危機管理室が２４時間体制ではなく、常日

勤体制であることについてです。昨年のゲリラ豪雨

や突風の際にも初動態勢で遅れが生じたことを指摘

しましたが、５０年に１度の災害として全く改善が

見られません。特別警報が発令される際には、それ

以前に何らかの警報等が発令されるため職員はあら

かじめ参集できるとして防災ラジオなどを活用して

情報発信は可能であることを述べていましたが、現

実には、記録的短時間大雨情報が発令された６時２

４分と土砂災害警戒情報が発表された６時３０分に

情報発信は行えず、第１報が流れたのは７時４２分

でした。 

また、情報収集においても単に土砂災害、床下浸

水や冠水情報だけで一般の住宅被害を捉えていませ

んでした。特に有珠の沢町では、下水道本管が満水

となり溢れた水が逆流し、住宅の敷地内を陥没させ

るなど危険な状況も発生しています。これらについ

ても被害として捉えるべきものであり、場合によっ

ては市民税や固定資産税の減免、災害援護資金の貸

付などを検討すべきとして見解を求めました。 

菊地副市長は「原則、道路は市、私有地は個人で

の対応になるが、危険な状態で資力がなく対応でき

ない場合は市が手を差し伸べることを検討したい」

としました。また、今後は大雨災害の最終報告書を

取りまとめ教訓を生かす必要性を示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 総 務 委 員 会    

旧はなぞの幼稚園の有効活用を求める陳情 
 

今年３月末に「はなぞの幼稚園」は、廃園となり

ましたが、その後は跡地利用も決まらないまま放置

されています。陳情は、花園町内会を含む７町内会

が児童センターなどの教育施設や高齢者が憩えるコ

ミュニティーの場としての有効活用を市が主体とな

って実現するよう求めるものでした。 

現在、園庭内は草が生い茂り、秋には大量の蚊の

発生も懸念されます。貴重な市有財産なので私は、

本来、廃園前に跡地利用は検討されるべきものであ

り、陳情にある通り市が主体となって有効活用すべ

きとして賛成の立場で質疑を行いました。この質疑

の中で緑風、公明党の会派は、「市が主体的」という

言葉尻だけを捉えて継続審議とすることを譲りませ

んでした。継続を強調することは、現状の陳情には

賛成できないというものです。賛成できない理由と

しては、早く売却するよう市側に促しているものと

思える審議でした。

 

 
 

苫小牧駅前の顔とも言える商業ビル、エガオの閉鎖については、４月に運営会社であるサンプラザか

ら示され、その後、自主営業を開始していましたが 8 月末に終止符が打たれました。 

７月の臨時議会で私は、駅前に市民会館と近隣の公共施設を統合した市民ホールの建設を求めました

が、岩倉市長は「１日も早く更地にしなければ次に進めない」と答えました。苫小牧駅前は、これまで

の間、商業施設として街を支えてきましたが、相次ぐ駅周辺の大型店の撤退や郊外型ショッピングモー

ルの展開で、いくら補助金を出しても商業地域としての活性化には限界があります。横浜市鶴見駅前で

は、複合ビル「シークレイン」内に区民文化センター「サルビアホール」が入居し、様々な文化芸術活

動に利用できるホール、楽器本来の響きを楽しむ演奏に適した音楽ホール、ギャラリーなど多様な文化

芸術活動・鑑賞の場として利用されています。 

今議会の代表質問でも熊谷議員を通じて、市長の「市政に臨む基本方針」にもある市民ホールを駅前

に建設する考えはないのか、エガオの閉鎖と今後の駅前再開発に対する見解を求めました。 

                《熱血現場主義》小さなことでも身近な問題を地域から発信します！ 
URL:http://www.tomakomai.or.jp/koyama/ 

 

代表質問で、駅前に市民ホール建設を提案！ 


